
日本昔自動車風景　～一枚の絵はがきから～（其ノ十）　　
（文：高井 淳 氏／企画・製作：ノスタルヂ屋）

青森県青森市、市役所や県庁の東側に位置する堤川を渡る国道4号線堤橋
の風景です。こちらに向かっているのは雪国ではとりわけ頼りになる一
台、バン型の三菱製ジープ（初期の2ドア車）です。個人所有の四輪駆動
車など考え難かった昭和30年代、この車を足として使用できたのは公的
なユーザーに限られていたと思われます。「四駆」がごく日常的なものと
なった今日とは隔世の感があります。

12月は疾病予防と治療月間です。
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12月26日（第3010回）12月第4例会プログラム .23

●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 四つのテスト

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●上半期事業報告 会長・ 理事・役員・委員長  

●にこにこBOX報告 SAA

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●クラブソング ともに歩もう

ロータリーは
世界をつなぐ



前 週 の 例 会 報 告

前期事業報告
飯山 孝之 会員組織委員長
当委員会の事業は、会員増強を始めとするロータリー情報の提供を行っております。
特にクラブ組織の充実を図るには、ガバナーからの指導がありましたように会員増強が必要で
あることから下半期に於いても更に増強を計って参りたいと思いますので会員の皆様のご協力を
お願い致します。

円城寺紘征 会員増強委員長
・８月地区増強委員会吉田講師による出前卓話例会を主管いたしました。
・新会員として松浦晃氏、廣瀬正氏の２名を増強することができました。
・今後１名の新会員予定者がおります。

高田 知己 出席委員長
出席委員会は、例会の出席率100%を目指して活動しました。まず、例会への出席を促すために、
例会場に早めに参上して、皆様を笑顔でお出迎えして、出席しやすい明るい雰囲気を作るように
努めました。また、例会終了時の出席報告の際に次回の出席のお願いなどを行いました。どうし
ても、例会に出席できなかった際には、メークアップの利用をしていただける様にお願いをして
います。今期からは、メークアップの期間が大幅に伸びたことを機会があるごとにお伝えして新制
度の周知を図りました。
ガバナー公式訪問の際に前年度出席率100%の模範会員を表彰しました。本年度は記念品としてロータリーク
ラブのマークの入った上質なボールペンを贈らせていだだきました。

沼尻　大 親睦活動委員長
会員相互の友情の構築の場として、８月22日、『令和元年　納涼会』を企画・運営させていただ
きました。また納涼会にて、ロータリー情報委員会と連携してスター委員会と、橋本祐一会員・
菊池泰正会員の新入会員歓迎会を併設し、学びの場の提供と明るい雰囲気づくりをすることがで
きました。
そして10月10日、『例会3000回記念祝賀パーティー』を企画・運営させていただきました。パーティー内で
歴代会長の皆様から貴重なお話をいただき、歴史と伝統を嚙み締め団結力を高めるためる場となりました。また
佐藤昭仁会員の新会員歓迎会を併設し、明るい雰囲気づくりをさせていただきました。
さらには11月28日、『中村ガバナー歓迎家族懇親会』を企画・運営させていただきました。懇親会では、テー

ブル内で協力しあうゲーム等を行いより効果的な交流の場とさせていただきました。また、松浦晃会員・廣瀬正
会員の新会員歓迎会を併設し、明るい雰囲気づくりをさせていただきました。
クラブをより強固なものにするためには団結力が重要であり、団結力を高めるためには会員相互の友情の構築
がとても大切な要素です。そして親睦活動をとおしてより効果的な交流を行い、明るい雰囲気づくりをすること
が、退会者防止の一助となる、と信じております。
明るいクラブの未来を信じ、笑顔あふれる楽しい『親睦』を目指して、親睦活動委員会メンバー一丸となり、
下期も活動をしてまいりますので、ご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

小倉 史義 プログラム委員長
当委員会は、私と原田会員、三輪谷会員の3人で活動をしております。日々の例会は、ロータ
リー活動の中心となります。その例会のなかで約半分の時間を占める「卓話」は、ロータリーの
魅力を左右する重要な活動だと思っております。
今年度のクラブ方針として竹内会長は、「魅力ある例会構成の心臓部。外部講師による卓話の充実
を」を掲げております。その方針に応えるべく、上半期は、8回の外部講師による卓話を実施致しました。これに
は、会員の方々からのご紹介が大きく功を奏しました。
又、竹内会長を初めとした、会員の皆さまにも卓話をして頂き、お陰様で上半期23回の卓話プログラムが今週
と来週で無事、終了する運びとなりました。
特筆すべきことは、卓話をお願いしたのがご縁で、松浦　晃さんが当クラブへ入会されたことです。現在、他
の外部卓話者に対してもご紹介頂いた会員が入会案内をされている模様ですので、卓話のご依頼と入会案内活動
が、連携できる部分もあるのかなと感じております。
会長、幹事、各委員会、会員皆さまの上半期のプログラム運営のご協力に感謝を申し上げることを結びと致し
まして上半期事業報告と致します。有難うございました。



沼田 義雄 奉仕プロジェクト委員長
ロータリーの最大目標の奉仕活動を4大奉仕部門の委員長さんを中心に会員の皆様のご協力のお陰
を持ちまして順調に実行しております。
後期も会員の皆様のご協力を宜しくお願い致します。

鈴木 敏之 職業奉仕委員長
前期の事業として、10月10日に土浦市健康祭りに、会員の医師、歯科医師、薬剤師、介護士の協力
により医療相談を行った。
後期の予定は、2020年2月8日～ 9日に職場見学と秘湯の会を計画、また2月27日に職業奉仕の卓

話を予定している。

坂本 史郎 ロータリー財団委員長
ロータリー財団月間である11月14日の例会にて2820地区ロ－タリ－財団委員会地区補助金担当の
高橋信子様（土浦南クラブ）より「ロ－タリ－財団について」卓話をいただきました。
12月12日現在の寄附は
　　年次寄附合計 9,460ドル （42名）
　　ポリオプラス寄附合計 900ドル
　　恒久基金 1,000ドル （竹内崇会員）
ポールハリスソサエイテイ会員は大槻利夫会員、廣瀬昭雄会員、坂本史郎会員です。
ロータリー財団の使命を達成するために会員の皆様のご協力に心から感謝申し上げます。

河合　隆 社会奉仕委員会
事業報告
環境保全
１．市内クリーン活動への参加協力。　
　　・土浦全国花火協議大会翌日のＪＣＯＭテレビ主催による花火大会会場の清掃活動
　　　令和元年10月27日（日）ＡＭ7：00　参加クラブ人数19名
人間尊重
１．児童養護施設「茨城県道心園」のクリスマスの集いに参加し、助成金を贈る。
      12月12日（木）助成金贈呈　　竹内会長・高橋幹事出席
　　12月15日（日）クリスマス会　河合社会奉仕委員長出席
２．上記以外に4社会奉仕団体へ会費等の資金協力

山本 和男 米山記念奨学委員長
１．10月の米山月間に、米山奨学生エーエーティンさんに卓話をして頂きました。

◦母国ミャンマーの伝統行事について
 •お正月－水かけ祭り、満月の祭り（タディンジュ）　•ミャンマーの食べ物
◦牛久市国際交流協会で米山奨学生として地域の人、他国の人との交流
◦大学では、国際農林水産業研究センターにてアメリカミズアブの研究

２．寄付金の状況　12月12日現在
個人特別寄付　 1,460,000
法人特別寄付　 150,000
普通寄付（上期＠2,500×57名） 142,500
クラブ寄付　 300,000
　合　計 2,052,500

（次ページにつづく　→）



格調高く、和やかに　  S.A.A

12/19　計16,000円　　累計1,260,000円

にこにこBOX

出 席 報 告

例 会 予 告

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
59名 26名 33名 2名 57.89％

メークアップ

12/11 米山記念奨学会オリエンテーション 茨城大学　金澤
12/13 米山記念奨学会オリエンテーション 筑波大学　金澤
12/14 地区ローターアクト「第2グループ代表公式訪問」　沼尻
12/15 道心園クリスマス会　河合

1月 2日 休会（お正月）

 9日 理事会⑺、会長挨拶、子年会員祝、誕生祝、結婚記念日祝、入会記念祝、ロータリーの友紹介

鬼澤 俊久 会計
１．事務局、 各会員のご協力により厳正かつ効率的な予算執行に努めております。
２．今後も円滑なクラブ運営に貢献すべく、後期の活動を行なってまいります。

鈴木　亮 ＳＡＡ
本年度ＳＡＡは【土浦RCの伝統と格式を維持・向上できるよう、和やかな中にも厳かで緊張感
の持続する例会運営を推進する】という事業計画を掲げております。
例会の進行は、プログラムが多様な事もあり、各委員会との連携協力や調整をしながら、月事に
司会進行役を変えて行っております。ここまでは、会員の皆様の御協力の元、順調に例会プログラム
を消化しております。
又、奉仕活動の財源であるニコニコボックスも、会員の皆様の御協力を賜り12月12日時点に於いて、当初目標
金額を達成する1,244,000円という多額の寄付を頂いております。この事に重ねて御礼申し上げまして前期事業
報告とさせて頂きます。


